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【解決したポイント】
　植え付けした植物の近傍の土壌に腐食等
の土壌改良物質を所定量供給することが出
来、散布して混合する必要がなくなり、従来
までの負担を低減することが出来る。

【従来の問題点】
　土壌改良剤を用いて土壌を腐食化する
ためには、農家等にとって大きな負担とな
る。

　農家のみでなく、家庭菜園、植木等の鉢や
プランター等にも使用できます。

１）開放特許情報DB番号／Ｌ２０２００００７７３
２）特許番号／特許第５４８９０４１号
３）公開番号／特開２０１２－0７２２９５
４）出願番号／特願２０１０－２１８７５０
５）出 願 日／２０１０．９．２９
６）発明の名称／「土壌改良用ブロック」
７）特許権者／有限会社ヤマテク
８）代表発明者／山口　勤
９）実施権許諾・譲渡種別 ■要相談
）共同開発・研究の意思 ■有 □無
）サンプル提供の予定 □有 ■無
）技術指導の意思 □有 ■無
）実施実績　□有　■試作 □実験 □無
）事業化実績 □有 ■無
）実施権許諾実績 □有 ■無

１）所　　属／公益財団法人鳥取県産業振興機構
２）担当者名／経営支援部 知的所有権センター 特許流通担当
３）電話番号／０８５７－５２－６７２２
４）E -ma i l／chizai@toriton.or.jp

　土壌改良用ブロックは、植物を栽培するための土壌を改良する物質をブロックに成形した本体部と該本体
部の外周面から内部方向に向かって開口した切欠部とを備えることを特徴としている他、ブロックが水溶性
のバインダー材料によって、固体化したものであることを特徴としている。
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こんなことが出来ます！

土壌改良の負担軽減にお役にたてます。

38 植物を栽培するための土壌の改良を効率よく行う事が出来る改良用ブロック
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グリップる®ブレーキ（赤い部分が開発した製品）

グリップる®アタッチメント（ブレーキ付グラップル）

技術の概要

図 ・ 写真

連絡先

発明者からのメッセージ

ライセンス情報

【解決したポイント】
旋回を「意図的に止める」という新しい
概念でグラップルを制御するブレーキ
を開発し安全・安心を向上。
ブレーキ機能を活用することで、安価
なグラップルが開発できる。

【従来の問題点】
　油圧で旋回するグラップルは、木材の
重心や慣性力により旋回が止まらない
ことがあり、操縦者や共同作業者に接触
し事故の一因となっていた。

　林業の「安全・安心」のためにブレー
キを取り付ければよいと考え、開発し
ました。

１）開放特許情報DB番号／Ｌ２０２０００１０３８
２）特許番号／特許第６４２５２９１号
　  特許取得済：中国、カナダ、米国
３）公開番号／WO２０１８/０１６４７２
４）出願番号／特願２０１７－５６３１５４
５）出 願 日／２０１７．７．１８
６）発明の名称／「作業車のアーム先端に装着され

るアタッチメント、アタッチメント
を備えた作業車及びアタッチメ
ント用ブレーキ」

７）特許権者／有限会社WEST
８）代表発明者／大野　憲一
９）実施権許諾・譲渡種別 ■許諾 □譲渡
）共同開発・研究の意思 ■有 □無
）サンプル提供の予定 ■有 □無
）技術指導の意思 ■有 □無
）実施実績　 □有　■試作 □実験 □無
）事業化実績 ■有 □無
）実施権許諾実績 □有 ■無

１）所　　属／公益財団法人鳥取県産業振興機構
２）担当者名／経営支援部 知的所有権センター 特許流通担当
３）電話番号／０８５７－５２－６７２２
４）E -ma i l／chizai@toriton.or.jp

① 旋回を外力で制御する機能を追加することで、万が一の際の非常ブレーキとなる。
② ブレーキは既存グラップルに後付けできるため、既存グラップルの安全性を向上できる。
③ 油圧、電磁弁やコンピューターを使用しないことで、安価なアタッチメントを提供することができる。
④ 当技術は、林業用グラップルに限らず、解体用グラップルなどにも応用することができる。

こんなことが出来ます！
林業において木寄せ・集積・積込み等多用途に使える便利な機械である木材グラップルの
「安全・安心」を「低コスト」で導入可能。

37 グラップル制動装置
（グリップる®ブレーキ・グリップる®アタッチメント）
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